
　令和 6 年度宇治市国際交流協会総会を 4 月 21 日

( 日 ) に宇治市生涯学習センターにおいて開催しま

した。

　総会では令和 5年度事業報告・決算が承認、令和

6年度事業計画・予算が決定されました。

　令和5年度事業報告・決算及び令和6年度事業計画・

予算を紙面にてお知らせします。（3面～ 6面参照）

令和令和６６年度総会を開催年度総会を開催令和令和６６年度総会を開催年度総会を開催

※令和５年度事業報告
はホームページにも
掲載しています。
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　今年度も総会に先立ち講演会が開

催されました。今回は、大河ドラ

マ『光る君へ』の放送を機会に、宇

治市源氏物語ミュージアム館長　家

塚智子氏を講師にお迎えし、世界の

国々でも人気の『源氏物語』につい

て、『宇治の大河とともに源氏物語

をよむ』と題してお話をしていただ

き、当日は多くの聴講者が来場され

ました。

　はじめに、宇治の地の特徴などに

ついてお話がありました。昔から風

光明媚で水運・陸運ともに交通の要

衝であったことが歴史や文学を形成

する重要な要素となり、宇治はこれまでに多くの文学作品の舞台となってきました。特徴として、「嘘から出た真」

と「真から出た嘘」が往還して新しい物語や文化が生まれたのであろう、ということでした。実際にはなかった

事や物が、物語に書かれたゆえに後で作られ、また、真実でも歴史の記録に残さないものがあったであろうとい

うことでした。

　次に『源氏物語』について。作者の紫式部についてはあまりわかっておらず、今回の大河ドラマはその不明点

について物語で埋めようとしているのであろうとのことでした。

　紫式部は藤原為時の娘として970年頃に誕生しました。父親が漢籍に秀でていたので、紫式部は父親から漢

籍を学びました。こうした素養が『源氏物語』の下地となったようです。藤原宣孝と結婚し、賢子（のちの大弐

三位）の母となりますが、宣孝が幼子を残して急死したため、日々の悲しみを慰めるべく書き始めたものが『源

氏物語』だといわれているそうです。源氏物語は全五十四帖からなる大変長い物語ですが、平安時代後期の公家

で歌人の藤原俊成『六百番歌合』判詞で「源氏見ざる歌詠みは遺恨のことなり」との記述があり、当時、「和歌

をするなら源氏物語を読むべき」といわれて広く読まれていたようです。以降、33の国と地域の言語で翻訳さ

れており、千年を経た現代においてもまさに広い地域で読まれています。

　『源氏物語』の宇治十帖について、なぜ宇治が舞台になったのでしょうか。宇治川のある宇治は当時交通の要

所であり、平安京から歩いて半日ほどの距離でした。夜明けに出発して先へ向かう、また平安京へもどるにして

も昼食休憩地であったようです。藤原頼道は父道長の別荘地に平等院を建立して極楽浄土の世界を表現していた

ことから、藤原氏の心のよりどころになっていたと考えられます。

　『源氏物語』への憧れについて。平安時代の貴族で『更級日記』の作者である菅原考標女（すがわらのたかす

えのむすめ）は『源氏物語』に描かれた宇治に憧れを抱いていたようです。また、後の江戸時代には京都の町名

に『源氏物語』にまつわる名前がつけられました。『源氏物語』が書かれた当時も、さらにその後の千年間にお

いても物語が人々に影響を与え続けていたという事実は大変興味深く、「紫式部ゆかりのまち宇治」の魅力を再

確認しました。

国際交流講演会国際交流講演会
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【事業報告】令和５年度

事業名 実施時期 事業内容 実施場所

①国際交流講演会 4月22日

総会開催時に併せて、会員及び市民を対象に、講演
会を「被災地熊本市の経験から学ぶ～災害時の外
国人支援」と題して、熊本市政策局総合政策部国際
課　藤崎千春氏によりオンラインで開催。

宇治市生涯学習ｾﾝﾀｰ

②協会ﾆｭｰｽの発行 　年2回（7月、1月）
各400部を発行し、各会員や友好都市関係団体など
に配布した。

③ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ管理運営 　適宜更新
昨年度に引き続き事業のお知らせ等を適宜掲載する
とともに、外国人住民のためのページを新設し、生活
情報や防災について発信している。

④語学講座 　10月25日～12月20日
会員や市民を対象にベトナム語と英語の語学講座を
実施した。(全8回）受講生：ベトナム語12名、英語15
名

宇治市生涯学習ｾﾝﾀｰ

　⑤-1　9月30日～11月4日
市内在住の外国人に日本語を教えるボランティアの
養成講座を京都府国際センターと共催して開催。（全
5回）受講生：21名

宇治市総合福祉会館

　⑤-2　7月29日～12月16日
日本語支援経験者を対象にスキルアップ講座を京都
府国際センターと共催して開催。（全6回）受講生：20
名

宇治市総合福祉会館

⑥日本語講座 　通年

当協会主催の日本語教室を年間を通じて開講した。
また、朋友館とスピークサロンに加えて宇治日本語
教室が実施している日本語教室に協力金を交付し
た。

12月17日
「うーちゃフェスタ」（主催:宇治市健康づくり・食育アラ
イアンス）のイベントにブースを出店してインド、アメリ
カ、ベトナム各国のお菓子と飲み物を提供した。

宇治市産業会館

　
　2月17日

　

「宇治まなびんぐフェスタ2024」（主催：宇治市生涯学
習センター）のイベントに「ベトナムの部屋」と題して
ブースを出展した。

宇治市生涯学習ｾﾝﾀｰ

2.交流推進事業

事業名 実施時期 事業内容 実施場所

①カナダ　カムループス市
　TRUからの訪問団受入

5月24日～5月27日

宇治市に来訪したトンプソン・リバーズ大学学生等一
行16名を迎えて、25日に協会会員の協力のもとホー
ムビジットを実施した。また、26日に庁舎8F食堂にお
いて市民交流歓迎会を開催した。

②中国　咸陽市からの
　訪問団受入

7月30日

咸陽市公式訪問団4名が宇治市来訪の際、表敬訪
問に当協会会長が同席し、夕食歓迎会に協会会長
及び理事が出席し歓迎した。朋友館に通訳のご協力
をいただいた。

3.その他の事業

事業名 実施時期 事業内容 実施場所

①滞日外国人に対する防災
対策

　適宜

京都府国際課及び京都府国際センター共催の災害
時外国人支援ワーキング会議に宇治市危機管理室
とともに4回出席した。また、10月22日に開催された
宇治市主催の防災訓練にブースを出展し、外国人住
民にも参加いただいた。

②各種国際交流・国際理解
事業の支援

　通年
協会加盟団体等が実施する国際交流・理解事業に
補助金を交付して支援。

③関係団体との連携・協力 　通年 関係団体主催事業への参加、協力、後援。

④府・他市町村との連携 　適宜 広報誌などを通じての情報交換、連携。

⑤(公財)京都府国際センター
との連携

　適宜
(公財)京都府国際センターへ派遣、国際交流団体等
との連携を促進。

令和5年度　宇治市国際交流協会事業報告
1.啓発・研修事業

⑤ボランティア養成講座

（⑤-1日本語支援ボランティ
ア養成講座　・　⑤-2日本語
支援ボランティアスキルアッ
プ講座）

⑦市民啓発・国際理解交流
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収入の部
項目 当初予算額 収入済額 差引増減

1.会費 440,000 498,000 58,000
1 個人会員  133人(内学生3名@千円） 263,000
2 団体会員    15団体 75,000
3 法人会員    16団体 160,000

2.補助金 1,300,000 1,258,825 -41,175
(900,000) 1 協会事業補助 1,258,825

2 公式市民訪問団派遣補助 0

3.負担金 70,000 159,000 89,000
　 1 語学講座参加者負担金 149,000

（@7,000×7人、@5,000×20人）
2 日本語支援ボランティアスキルアップ講座参加者負担金 8,000

（@2,000×4人）

3 TRU歓迎交流会参加負担金 2,000
（@500×4人）

4.繰入金 317,000 0 -317,000
(717,000) (-717,000) 0

5.繰越金 0 0 　
1 前年度繰越金 0

6.雑入 23 23 　 　
1 預金利息 23
2 寄附 0
3 その他 0

合計 2,127,000 1,915,848 -211,152

支出の部
項目 当初予算額 支出済額 差引増減

1.会議費 60,000 36,766 -23,234 　 　
1 総会・理事会・運営部会 36,766

2.事務費 60,000 31,409 -28,591
1 一般事務用品 12,164
2 印刷代 19,245

3.事業費 2,000,000 1,842,673 -157,327
1 国際交流講演会 0
2 会報発行 123,358
3 ホームページ管理運営 121,745
4 語学講座 264,710
5 日本語基礎講座 667,912
6 日本語支援ボランティア養成講座 208,713
7 日本語支援ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｽｷﾙｱｯﾌﾟ講座 186,170
8 友好都市訪問事業 0
9 友好都市歓迎事業 129,410

10 海外友好交流推進事業 0
11 提携事業 60,000
12 防災対策事業 15,000
13 周年記念事業 0
14 市民啓発・国際理解交流 65,655

4.諸支出金 7,000 5,000 -2,000
1 構成団体会議出席負担金等 5,000
2 交流活動事業積立金 0

5.予備費 0 0 0

合計 2,127,000 1,915,848 -211,152

令和5年度　宇治市国際交流協会決算

　　　　　　　　　説明　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　説明　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　説明　　　　　　　　　　

【決算報告】令和５年度
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【事業計画】令和６年度

事業名 実施時期 事業内容 実施場所

①国際交流講演会 4月21日
国際理解推進を図るため、会員及び市民を
対象に講演会を開催する。

生涯学習ｾﾝﾀｰ

②協会ﾆｭｰｽの発行 　年2回
各400部を発行し、各会員や友好都市関係
団体などに配布する。

③ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ管理運営 　適宜更新
ホームページに各種講座案内、お知らせ、
事業報告等を掲載する。

④語学講座 　11月～12月
会員や市民を対象に語学講座を実施する。
（全8回）

生涯学習ｾﾝﾀｰ

⑤日本語支援ボランティ
ア養成講座

　10月～12月
市内在住の外国人に日本語を教えるボラン
ティアの養成講座の開催。

総合福祉会館　また
は　生涯学習ｾﾝﾀｰ

⑥日本語支援ボランティ
アスキルアップ講座

　未定
市内で活動中の外国人に日本語を教える
ボランティアのスキルアップを図る講座の開
催。

未定

⑦日本語講座 　通年

当協会主催で市内在住の外国人を対象に
した教室を毎週土曜日に開催する。また、
外国人対象の市内の日本語教室を支援す
る。

総合福祉会館　また
は　生涯学習ｾﾝﾀｰ

⑧多文化共生事業 　通年
多文化共生に必要な異文化理解の一助とし
て市内在住の外国人と市民との交流会等
の開催。

⑨市民啓発・国際理解交
流

　適宜
市民を対象に国際理解、交流を目的とした
講座や交流会を開催する。

⑩滞日外国人に対する防
災対策

　適宜
宇治市に居住もしくは観光される外国人に
対する防災対策の取り組み。

⑪各種国際交流・国際理
解事業の支援

　通年
協会加盟団体等が実施する国際交流・理解
事業に補助金を交付して支援。

⑫関係団体との連携・協
力

　通年 関係団体主催事業への参加、協力、後援。

⑬府・他市町村との連携 　通年 広報誌などを通じての情報交換、連携。

⑭(公財)京都府国際セン
ターとの連携

　適宜
(公財)京都府国際センターへの評議員派
遣、国際交流団体等との連携を促進。

事業名 実施時期 事業内容 実施場所

①友好都市からの
　訪問団の受入など

　5月下旬
カムループス市からトンプソンリバーズ大学
関係者を受入。

②友好都市への
　訪問団の派遣など

なし

③来訪者歓迎・
　海外友好交流促進

　適宜
外国都市からの来訪者の歓迎、友好都市を
はじめ海外都市との友好交流促進。

令和6年度　宇治市国際交流協会事業計画

1.啓発・研修等事業

2.友好都市との主な取り組み
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【予　　算】令和６年度
収入の部

項目 本年度予算額 前年度予算額 増減

1.会費 440,000 440,000 0
1 個人会員　＠2,000×100人 200,000
2 団体会員　＠5,000×16団体 80,000
3 法人会員　＠10,000×16団体 160,000

2.補助金 1,300,000 1,300,000 0
1 協会事業補助               1,300,000
2 市民訪問団派遣補助金 0

3.負担金 110,000 70,000 40,000
1 語学講座参加者負担金 110,000

4.繰入金 487,000 317,000 170,000
1 設立記念事業積立金より 487,000

5.繰越金 0
1 前年度繰越金 0

6.雑入 0
 1 預金利息等 0

合計 2,337,000 2,127,000 210,000

支出の部
項目 本年度予算額 前年度予算額 増減

1.会議費 10,000 60,000 -50,000
1 総会会場・通信等 10,000

2.事務費 60,000 60,000 0
1 消耗品代 30,000
2 印刷代 30,000  

3.事業費 2,260,000 2,000,000 260,000
1 国際交流講演会 30,000
2 協会ニュース発行 130,000  
3 ホームページ管理運営 120,000
4 語学講座 270,000

5 日本語基礎講座 920,000

6 日本語支援ボランティア養成講座 260,000
7 日本語支援ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｽｷﾙｱｯﾌﾟ講座 200,000
8 友好都市歓迎事業 50,000
9 提携事業 150,000

10 防災対策事業 30,000
11 市民啓発・国際理解交流 100,000
12 友好都市訪問事業 0

4.諸支出金 7,000 7,000 0
1 構成団体会議出席負担金等 7,000

5.予備費 0 0 0

1 予備費 0

合計 2,337,000 2,127,000 210,000

令和6年度　宇治市国際交流協会予算

説明

説明
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　カナダで過ごした一年は、生涯忘れることのない、特別な時間であったと思います。私は看護師として６年働
いていましたが、以前から留学したい思いがあり、コロナ禍がひと段落した頃、この市民留学生の募集を知り、
応募しました。
　カムループス市は、バンクーバーから飛行機で約１時間のと
ころにある、自然豊かで穏やかな町です。多種多様なバックグ
ラウンドを持つ人たちが互いの文化や宗教、価値観を尊重しあ
う寛容的な雰囲気があり、とても過ごしやすかったです。私は
１年間ホームステイをしており、ホストマザーはイタリア系で、
私のほかにも中国人とベトナム人の留学生がおり、ともに生活
していました。夜にはみんなで食卓を囲み、その日の出来事を
話したり、クリスマスやお正月にはそれぞれの国でどのように
祝うのかを教えあったりしました。またホストマザーは、カナ
ダの文化をその時々の行事や伝統料理を通じて私たちに紹介し
ました。特に、サンクスギビングやセントパトリックデーは私
にとって馴染みのないものでしたが、飾り付けや料理を一緒に
する中で、その日をどのように楽しむのか、それらは時代とと
もにどのように変化しているかをわかりやすく教えてくれまし
た。それら全てが新鮮で、カナダに暮らす人の考えや価値観を
肌で感じることができたと思います。
　また学校では、多くの留学生が在籍しており、中国、韓国は
もちろん、中央アジア、南米、アフリカの生徒と机を並べて勉
強しました。はじめは、自分の英語力の低さや、独
特なアクセントによってコミュニケーションをとるこ
とも難しく失敗の連続でしたが、授業を通して同じ
時間を過ごすことでだんだんと互いの考えを理解す
ることができるようになりました。多くの留学生と
の関わりは、とても刺激的でありながら、ささやか
なことで笑いあえることもあり、生まれた場所は違っ
ても、私たちは同じ人間として根底でつながってい
るということを実感しました。
　休日は Leapという学校が主催するアクティビ
ティに参加し、ハイキングやアイスホッケー観戦、
スキーなどを楽しみました。ほかにも、カムループスにはボラ
ンティア団体がたくさんあるので、自分の興味のある活動に参
加し、学外でも多くの人と積極的にかかわるようにしました。
長期休暇には、友人とさまざまな都市を観光し、特にアルバー
タ州のバンフは印象的で、氷河からの融解水をたたえたモレー
ン湖は息をのむ美しさでした。
　この１年は、毎日がとても刺激的で、また様々な人との交流
は私の視野を大きく広げました。留学の決断はとても悩ましい
ものでしたが、この経験は何物にも代えがたい価値があったと
確信しています。

カムループスでの留学で得たものカムループスでの留学で得たもの 佐田　菖子

カムループスの街並み

サンクスギビングデー

Leapでのスキー

バンフ・モレーン湖
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雑観雑感雑観雑感 　宇治っ子朗読劇団☆Genji は宇治市近隣の小中高校生が、古典の日制定を機に宇治に関わりの深い源氏

物語の朗読を通じて、古典に興味を持ち、宇治で育ったことに誇りを持ってもらいたという思いで結成さ

れ、今年で 12年目を迎えます。

　昨年 12月に、京都にいる海外の留学生と交流する機会がありました。中国や東南アジア、ロシア等からの留学生約 20人と、宇

治っ子達20人が5つのグループに分かれて、お互いを紹介しあったり、源氏物語の一部分を留学生が朗読するのを宇治っ子が手伝っ

たりして楽しい交流が行われ彼らも大変喜んでくれました。

　交流前に子どもたちが留学生とうまくコミュニケーションをすることが出きるのか、それだけが心配でした。しかし、「案ずるよ

りも産むが易し」事前に「外国語の話せる人はいますか」と団員に尋ねたところ、「英語や中国語は日常会話くらいなら」という団

員や「英語を聴き取るくらいなら」という団員が 6人いました。中には仏語、英語も聴き取るくらいならオッケーという団員もおり、

お世話をしたスタッフが驚かされた交流会となりました。未だに一部の人たちだけの国際交流ではと思っていたことが恥ずかしく

思え、改めて子どもたちの留学生との会話能力の高さに驚かされました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｈ .Ｔ）

　当協会の団体会員である「小さな国際支援スマイル」の令和5年度の活動につきまして、現地に滞在されていた橘氏より

次のようなご報告がありましたので紹介します。

宇治国際交流クラブ・小さな国際支援スマイルの皆さま

　この度は、ネパールの先住民チェパンの人たちに対する支援金をお送り頂き、有り難うございました。（中略）

　Bimal 君は、実家での農作業中に転落して片目を失い、意識不明のまま県庁バラトプールの病院から首都カトマン

ドゥの大学病院に移送されました。失明した眼球と前頭にまで到達した異物を摘出する手術が必要でしたが、両親が、

工面した金額では費用が足りず困り果てて、1989年からBimal 君が暮らす村で人類学的調査を続ける私に連絡して

きました。そこで私から小さな国際支援スマイルの皆さまに支援をお願いした次第です。

　支援金によって、手術は無事おこなわれ、Bimal 君は順調に回復し、先週から学校にも通い始めております。両親

はもちろん、親戚一同で「支援が無ければBimal は生きながらえることができなかった」と話し、皆さまに大変感謝

しております。

　以上、現地で確認した経緯の詳細と、その後の状況について、報告させて頂きます。

　　　2024年　3月 17日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　立命館大学政策科学部　非常勤講師

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　橘　健一

　本年度も9月下旬頃より日本語支援ボランティア養成講座、10月頃より各種語学講座を開催予定です。詳細が決定次第、

当協会ホームページ、宇治市市政だより、各公共施設でのチラシによりお知らせいたします。皆様のご応募をお待ちして

います。

　当協会の運営は皆様の会費によって成り立っています。会の運営活動を活発に行うため、皆様方の会費納入をよろしく

お願いします。

　令和 6年度の会費納入がまだの方は、振込または事務局にて納入をお願いします。併せて、会員の募集をしています。

皆様方のご協力をお願いします。

年会費　個人会員 2,000 円　　団体会員 5,000 円　　法人会員 10,000 円
　　　　　　【振込先】京都銀行宇治支店普通預金　5089647　受取人「宇治市国際交流協会」

団体会員紹介「小さな国際支援スマイル」

会員募集と会費納入のお願い

日本語支援ボランティア養成講座、各種語学講座のご案内
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